















































































































































































































そこが,音 ｢新治 筑波を過ぎて 幾夜か寝つる｣という,あの,古事記
にも出てお ります歌の舞台であったと教えてもらいました｡その日,帰 り
に,つ くばセンターのテラスのところでベンチに腰掛けながら1時間ばか
り夕焼けの空を仰ぎながら,日本語学の話や,あるいは大阪大学に新しい
8学科が増設される話などをしました｡今,思いますに,筑波大での集中講
義の数日,とりわけつ くばセンターでお話した,あの時問が,いちばん寺
村発生とゆっくり,いろいろなことが話し食えて,なつかしい,忘れがた
いものでございます｡その後,寺村先生がお倒れになりました｡寺村先生
が上野駅で倒れられた,ということを聞いてたい-ん驚きました｡ぜんた
い,寺村さんは,いろいろ細かいところに温かい気づかいをされる先生で
した｡人間,もう少し野放図で鷹揚であったら,こんなに早くお別れをす
ることにはならなかったんじゃないかと思われまして,残念でなりません｡
そのあと,寺村先生は絶対安静ということでございましたけれども,日
に日に健康を回復されまして,1988年にこちらの大阪大学の方にお移 りに
なりました｡大阪大学にいらっしゃってからも,私が時々講義をしている
日に,早く出かけて来られてお話をすることがございましたけれども,め
まり長時間お話するということはございませんで,たいてい,お手紙か電
話で用件をすませるだけでございました｡1988年の春,4月,京都外国語
大学で日本語教育学会の研究例会が催され,その後,懇親会を近くのピザ
･ショップでいたしました｡その時は,少しゆっくりお話ができました｡
そして,実は,88年の7月に中国の日本語教育学会の方から, ｢シンポジ
ウムをやるので寺村さんと玉村さんを呼びたい,奥さん同伴でおいで下さ
い｣ということで,寺村先生は,これに大変乗 り気でいらっしゃったよう
で,私もそれだったら一緒にと思っていたんですけれども,直前にそれぞ
れの方に事情が生じまして,参れなくなりました｡それで,代わ りに徳川
先生と仁田先生が上海に行かれるということになりました｡先程もお話し
ていたんですが,もし,これ,行ってらしたら,暑い炎天の中国でとても
御健康にさおったのではないか,というふうに思います｡代わ りに行って
下さった先生方には悪いんですけれども,これは御一緒しなくってよかっ
たのではないかという気がします｡
そのあと,寺村先生とは葉書のや りとり,手紙のや りとり,電話でお話
するというだけでございました｡昨年私は丁度秋に川こ4日か5日続けてこ
ちらで講義をするということがございましたけれども,その時も丁度お体
寺村秀夫先生の思い出
の方が悪くって,初夏のころの御病気はお治 りだったんですけれども,普
た調子が惑いということで,入院中でいらっしゃいました｡こういうこと
で,あと,御退院になりましてから葉書をいただいた り電話でちょっと一
言二言お話した りということだけになってしまいました｡
寺村先生は,言語についても非常に執念深いと言っていいぐらい,集中
力と言いますか強い関心をいつも持っていらっしゃいました｡私もその点
では同じように負けず劣らずだと思 うんですけど,この点については寺村
先生には兜を脱がなければしかたがないと思います｡まあ,その分,時々
コロッと忘れられる時がありまして,私もこの頃コPッと忘れることが増
えてきたんですけれども,あの-,寺村先生,｢今日は会議だった｡｣この
｢た｣というのは発見の ｢た｣と言うんですが,まあ,寺村先生はわ りあ
いそういうことがあるんですけれども,しかし,言語について,この,気
になることというのは,いいかげんにせずに徹底的に,たずねるとか考え
るとか調べるとか｡えー,これはフランス語では言いますかとか,これは
どういう意味ですかとか,中国語だったらどうだとか,というふうなこと
を私もたびたび聞かれました｡学生諸君もそういうふうに開かれたんだろ
うと思います｡このことが単に,あの-,関心というだけでなくて,いろ
いろ体系化され,また,教材という形で具体的に活かされるということに
なったと思います.
それから,先程申しましたように非常に友情に篤い方です｡いろいろな
方に深いおつきあいをなさる｡で,それから気性が非常にお優しくって,
対立的感情というのを持たれるというのが大変お嫌であったようです｡万
事ソフトに人に按するという優しいところがあったというふうに思います｡
そして,弟子思いである｡それから,あの,また,こう,温かくって,健
康なほのぼのとした,そういう雰囲気が好きで,貧しくても 『名も無く貧
しく美しく』という,そういう映画がございましたけれども,寺村先生,
山本周五郎の書き物の世界がたい-んお好きでして, 『青べか物語』なん
か,よく読んでおられました｡浦安のあた りとか,ああいうところを舞台
にした庶民の温かい心の交流がある,そういうところがお好きでいらっし
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やったようです｡そういう先生がまだまだ本当に研究したいと,あるいは
後進を指導したいと,御家族のことも強く心にあったことでしょう｡いろ
いろなことが中途のままで,他界されてしまいまして,さぞや無念の思い
でいらっしゃることだろうと思います｡
寺村先生と私は,1966年,67年頃からのおつきあいでございました｡そ
してまた,ある時は少し離れたところから,ある時は非常に近いところか
ら寺村先生をながめ,また,先輩として後についていくという立場でござ
いましたけれども,寺村先生の偉大な業績と,それから温かいお人柄とい
うのは,我々の脳裏から永久に消えることはないと思います｡
大変断片的で寺村先生の思い出とは言えないと思いますけれども,これ
でお話を終わらせていただきます｡最後に私ちょっと,寺村先生の御仏前
に3首ほど,挽歌を詠んでおおくりいたしました｡そのうちの1首を御披
露 して私の思い出の結びにしたいと思います｡
ことのはの 学びにかけし 命いま
み空にあ りて 子らを見守る
あ りがとうございました｡
(同志社大学文学部教授)
【付記】
以上の文章は,1990年5月12E=ことり行われた 『寺村秀夫先生を偲ぶ会』におい
て,｢寺村秀夫先生の思い出｣と題してお話しいただいたものである｡
(編集部記)
